
平成２６年度第６回袖ケ浦市子ども・子育て支援会議 

（第３回袖ケ浦市次世代育成支援対策地域協議会） 

 

１ 開催日時  平成２７年２月９日（月） 午後２時開会 

 

２ 開催場所  市役所旧館３階大会議室 

 

３ 出席委員 

委員長 片倉 憲太郎 委 員 高橋 秀樹 

副委員長 田中 直子 委 員 杉本 宏一 

委 員 池田 美佐子 委 員 神﨑 保 

委 員 藤野 宜英 委 員 和田 幸子 

委 員 松本 良二 委 員 大熊 賢滋 

委 員 眞藤 匡雄 委 員 中岡 秀昭 

委 員 竹元 悦子 委 員 注連野 和美 

委 員 小島 直子   

 

 （欠席委員） 

委 員 奥野 智禎 委 員 花澤 弘子 

委 員 平畠 亘 委 員 征矢 真理子 

 

４ 出席職員 

福祉部長 在原 昌秀 

子育て支援課長 苅米 幹隆 

子育て支援課子育て環境推進室長 今関 磨美  

子育て支援課副参事（児童母子班副参事取扱） 今井 辰夫 

子育て支援課副課長（保育班長事務取扱） 泉水 雄一郎 

子育て支援課子育て環境推進室副主査 小久保 雄希 

市民健康部健康推進課副課長（すこやか親子班長事務取扱） 川西 正宏 

教育部学校教育課副参事（指導班長事務取扱） 庄司 三喜夫 

学校教育課副参事（学事保健班長事務取扱） 野呂 幸晴 

 

５ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ３人 



６ 議 題 

（１）子育て応援プラン（案）のパブリックコメント結果について 

（２）袖ケ浦市子ども・子育て支援会議条例の一部改正（案）について 

（３）その他 

 

７ 議 事 

事務局 

 

 

・開会宣言。 

・片倉委員長、挨拶。 

・議事進行を片倉委員長に移す。 

議題（１）子育て応援プラン（案）のパブリックコメント結果について 

事務局 説明 

大熊委員 パブリックコメントの９番目、子どものスポーツ団体と子ども会と

の関係についてご意見を寄せられた方は勘違いをされているので

はないか。体力づくりや情操教育等ということでスポーツ育成をス

ポーツ少年団はやっており、子ども会とはまったく別個のものと考

えていただいた方が良いと思う。私事ではあるがサッカークラブの

指導をしている。このようなスポーツ少年団では正式な指導資格、

サッカーならばＤ級ライセンスやスポーツ少年団認定委員という

ような資格をもって、スポーツ育成、体力づくりなどということを

やっている。それが子どもの取り合いになっていて子ども会の活動

ができない、というのはおかしいのではないか。中には子ども会の

行事等と重なることもあるが、ご相談いただければ、そちらを優先

していただいてというようにやっている。文中に特化したスポーツ

をするとアンバランスな体力になるとあるが、小学生の間は基礎的

な体力づくりであるから肩や膝を痛めるといったような過度なス

ポーツは行っていない。昔と違い、走ったりバランスを取ったりと

いう機会は不足しているので、まったく別個のものであると考えて

いただいた方が良いと思う。 

田中委員 パブリックコメントの１番目、通勤時間や休憩時間も含めた認定を

してほしいとあり、意見に対する市の考え方は必要に応じ認定して

いく、となっているが、これは市民の意見を採用するということで

はないのか。 

事務局 実際の運用としても、必ずしも就労時間が８時間以内だから短時間

であるというようにはしていない。保護者の状況により違うところ

はあるが、通勤時間等を考慮して調整し対応している。 

 



田中委員 最近では、学童での切りつけ事件などもあったために、確実に指導

員に預けるためにお迎えの時間等を早めたりするというようなこ

とも、もしかしたらあると思っている。きっちりとした通勤時間以

外にも微妙に影響して来るかなと思ったので伺った。 

議題（２）袖ケ浦市子ども・子育て支援会議条例の一部改正（案）について 

事務局 説明 

 （質疑なし） 

議題（３）その他 

事務局 子ども・子育て支援新制度における利用者負担額（保育料）の設定

方針について説明 

 （質疑なし） 

事務局 私立保育園施設整備助成事業について説明 

 （質疑なし） 

片倉委員長 本日の議題について終了。 

事務局 ・本日の会議が今年度の最後の会議になりますが、３月までに報告

すべき事項等が発生した場合には逐次、文書で報告する。 

・閉会宣言。 

以上 

 


